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古市剛史 （社会進化分野）、橋本千絵 （生態保全分野）、 林美里 （思考言語分野）
2016年 11月28日から 12月 10日に、アフリカの自然保護を リー ドする国際NGOであるAfricanWildlife 

















本事業は、 人聞の進化を明らかにする目的で、世界初となるヒ ト科3種 （人間 ・チンパンジ ・ー ボノボ）の心
の比較を焦点とした霊長類研究を総合的に推進し、人間の『心の健康」を支えている進化的基盤を解明するもの
である。ヒト科3穫の比較認知実験としては、全米動物園連盟の協力のもと、北米から平成 25年度にボノボ 4






員 （2名）、外国に常註する・研究員 （2名）、外国語に堪能な職員 （2名）を配置して、英語による研究教育を充


















治療薬であるモガリスマブを ST工.V-1感染サノレに投与したところ、 CCR4を発現する STLV-1感染細胞が長期にわ
たり抑制されることを克出したc この現象は、モガロス7 プによる Tregの減少のみならず、抗体依存性細胞傷
害による感染細胞の破壊が生じることが原因で、あった。本成果は、モガリスマブ‘が成人T細胞白血病に対して二
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面的作用機停による治療効果を示す重要な知見と考えられた（SciRep 6:27150, 2016）。 2）霊長研で飼育繁殖し
ているニホンザノレ（N=301）を調査したところ、 60%以上のサノレ個体が ST工:V-1に感染していることが確認され
た。このような高い陽性率を示す原因と して、 ニホンザノレ個体内でのワイノレス量が顕著に高いため個体間伝播し






2 血小板減少症に関する研究 （岡本）：平成27年度にワイノレス研で実施したニホンザノレへの SRV5投与実験に





















4.霊長類学 ・ワイルドライフサイエンス ・リー デイング大学院（P¥iVS)





修生がそろい、 4名の修了生を輩出した。欧米などからの履修生は12名 （41%）にのぼり、 申請当初の目標を達
成したむ平成28年度のプログラムの進捗状況を以下の項目ごとに詳述するe
l〕 プログラムの実施 ・運営：
必修の8実習 「インターラボJf幸島実習j 「屋久島実習j 「ゲノム実習j f比較認知科学実習／動物福祉実習J
I笹ヶ峰実習J「動物園 ・博物館実習j 「自主フィーノレドワーク実習jのカリ キュラムを実施した。また座学とし
て、芙語が公用語の『アシュラ・セミナーjを12回、公用語を定めない「ブッダ・セミナーJを5回実施した。

































・笹ヶ峰実習 （無雪期 ・積雪期）：京都大学笹ヶ峰ヒュッテ（新潟県妙高市：標高 1300mの高原）において、生




② 連携体制の維持 ・強化 ：
履修生を広く探く支援する教育研究体制を構築した。プログラムの意思決定は、 学内分担者の全員からなる月
例の協議員会で、その中枢として八ッドクオーター （HQ）制度をとった。コー ディネーターを含む8名のHQ
がいて、 諸事の運営を審議する。特定教員 7名をはじめ、 語学に堪能な事務職員を各拠点に配置し、協力して履
修生をサポートしたe プログラムの方針 ・運営状況・カりキュラム ・成果 ・履修生の動向などについて、対内外
の情報 ・広報は、すべて一元的にHP(htp:/www.wildlife-science.org／） に集約して共有した。年 2回開催 （平成
















げているc 個人的なフィーノレドワ クーに隈らず、大学院生のイニシアチプによる自主企画の取組も奨励し、 運営
能力 ・実践能力の溜養を図った。 具体的には、「Conse1v'Sesion環境保全映画の上映会と講演会 （月次開催）Jや
「羅臼実習 （6月29日ー7月4日）J r丸の内キッズジャンボリー出展 （8月 16-18日）J等であるe さらに、プロ
グラム担当者の堀江正彦（前駐マ レー シア大使・地球環境問題担当大使）らの協力を得て，IUCN (International Union 



















プランク進化人類学研究所）・イギ日ス （セントアンドリ ユー ス大学）・アメリカ （カリフオノレニア工科大学）の
3国が相手国となっている。本研究交流計画は、①人間にとって最も近縁なパン属2種 （チンパンジーとボノボ）
を主な研究対象に、②野外研究と実験研究を組み合わせ、③日独米英の先進4か国の国際連携拠点を構築するこ
とで、 人間の認知機能の特徴を明らかにすることを目的としているc 事業期間は平成26年度から平成 30年度の
5年間である。国際的な共同研究、セミナー開催、研究者交流をおこなうことで、各国のもつ研究資源を活かし
て比較認知科学研究の国際連携拠点を形成する。3年度巨となる平成28年度には、国際連携研究の体制強化とと

















6年度に採択され、12月より研究活動をスター トしたe 平成27年度より白本医療研究開発機構 （AMED）の
管轄となった。平成28年度も引き続き、多シヲ プス性神経団路の解析 ・疾患モデ〉レマーモセットの作出 ・認知
課題等の開発などを推進した。また、福島県立医科大学・北海道大学・東京医科歯科大学・東京大学・理化学研
究所などとの共同研究も推進したc
（文責：中村克樹）
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